
令和 3 年度作州津山商工会第 2 回理事会次第 

日時：令和 3 年 6 月 29 日（火）１４：００～ 
場所：津山鶴山ホテル ２階会議室 

１．開  会 

２．会長挨拶 

３．協議事項（書記：大谷） 

 （１）会員の移動（案）について         ・・・（資料１） 

 （２）令和 3 年度部会、委員会構成（案）について ・・・（資料２） 

 （３）事業継続計画・感染症対応マニュアルについて・・・（資料３） 

４．報告事項 

 （１）新役員名簿について            ・・・（資料４） 

 （２）重点事業及び組織目標の進捗状況について  ・・・（資料５） 

５．そ の 他 

  ・次回理事会予定＝9 月 22 日（未確定） 

  ・その他 

６．役員研修会 

   講師：株式会社リアッド 代表取締役 岡本泰洋 氏 

      （中小企業診断士 / 岡山県商工会連合会嘱託専門指導員） 

   演題：「DX（デジタルトランスフォーメーション）ポイント解説」 

７．閉  会 

 

<  県連会長就任祝賀セレモニー  > 

      Ⅰ 開会挨拶     作州津山商工会副会長   香川平治 

      Ⅰ 祝花・祝電披露  作州津山商工会青年部部長 笏本達宏 

     Ⅰ 花束贈呈     作州津山商工会女性部部長 松本美幸 

      Ⅰ 記念品授与    作州津山商工会筆頭理事  須一嘉行 

      Ⅰ 謝    辞     岡山県商工会連合会会長  田村正敏 

      Ⅰ 閉会挨拶     作州津山商工会副会長   牛垣和弘 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9名 14名

三役 三役

〇 〇

◎

◎

9名

三役 青年

女性

◎

〇
奈義

芦田一郎

高村和美

加茂
常藤伸一

小椋嵩之

久米
内田充孝

重松正起

上原伸介

牛垣和弘 笏本達宏

勝北
今石良三 松本美幸

流郷知寛

奈義

中尾　晃

工業部会 鷹取　渡

◎部会長1名　〇副部会長１名

能勢信一

田中祝三

久米

髙本昌太

奈義
磯田卓志 奥　勝美

浅野勝英 今村　誠

須一嘉行 香川平治

勝北
豊福俊博

勝北

土井良浩

平田明正 赤堀治之

加茂
松元周二 松本　誠

小椋　多
加茂

和田博文

久米
小山雄二

資料２

令和3年度～5年度　部会・委員会（案）

商業部会 常任委員会

◎部会長1名　〇副部会長1名 ◎委員長1名　〇副委員長１名

※検討会議の部会、委員会の見直しに伴い、正副部長・委員長はベテラン役員

　を地区が偏らないよう選出　（6月8日：三役会）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商工会法（運営指針）抜粋

（役員の職務）

④監事は、商工会の業務及び会計の状況を監査する機関であって、執行機関の一員ではない。総代会で

議決された事項が、忠実に実施されているかを監査し、監査結果は総代会に報告することが職務とな

る。監事は理事会に出席して、監事の立場から意見を述べることはできるが、議決権は有しない。

第30条　商工会に、役員として、会長1人、副会長2人以内、理事30人以内及び監事2人以内を置く。

２　役員は、会員でなければならない。ただし、理事は、商工会の運営上特に必要がある場合には、その

定数の10分の１以内に限り、会員であることを要しない。

商工会の役員は、会長、副会長、理事及び監事をいう。

②指名推薦制を採用する場合は、選考委員を選出し、これらの委員によって推薦者を定め、総代会の同意

を得て、決定しなければならない。

（役員）

③理事は、会長、副会長を補佐して会務を掌理し、会長及び副会長に事故があるときは、その職務を代

理し、会長及び副会長が欠員のときは、あらかじめ会長の定める順位により職務を行う。

⑤総代会は、商工会の最高意思決定機関であり、会長、副会長及び理事はその執行機関である。なかでも

商工会の業務執行権は代表機関たる会長に専属し、副会長及び理事は会長の補佐機関として商工会業務の

執行に参与するにとどまる。法律上、商工会の業務執行の最高責任者は会長であり、執行機関としての理

事会には、最高意思決定機関である総代会で決定した事業を、忠実に実行することが要請されている。

（役員の任免）

第32条　役員は、総代会において選任し、又は解任する。

①選任の方法は、直接選任と間接選任の2つの方法がある。直接選任は総会において会員が直接投票する

ことにより役員を選出することで、最も会員の総意を繁栄する方法である。これに対して間接選任は、会

員数が200人を超える商工会において総代会制をとっている場合、総代会において選考委員が被指名人を

選定して行う指名推薦の方法がある。

第31条　会長は、商工会を代表し、その職務を総理する。

２　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときはその職務を代理し、会長が欠員のときはその職務

を行う。

３　理事は、会長及び副会長を補佐して会務を掌理し、会長及び副会長に事故があるときはその職務を代

理し、会長及び副会長が欠員のときはその職務を行う。

４　監事は商工会の業務及び会計の状況を監査し、その監査の結果を総会に報告する。

①会長は、原則として商工会唯一の代表者であり、業務執行の最高責任者であり、商工会職員の任免権を

持っており、リーダーシップをとって商工会運営に当たる役割を担っている。商工会の代表権、業務執行

権及び職員の任免権は、代表者である会長に専属するものであり、たとえ総会の決議や定款の規定をもっ

てしても、制限を加えたり、剥奪したりすることができない権限である。よって、副会長や理事は、会長

を補佐して商工会の執行に参与するにとどまる。

②副会長は、定款の定めるところにより、あらかじめ会長の定める順位に従い、会長に事故のあるときに

は、その職務を代理する。また、会長が死亡等の場合は、あらかじめ会長の定める順位に従い、副会長が

会長の職務を代行する。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区　分

根拠となる法律

管轄する官庁

組織構成

会員の規模
(令和2年現在）

事業

意思決定機関

議決権及び選挙権

設立要件

市の区域

商工会・都道府県商工会連合会・
全国商工会連合会

商工会議所・日本商工会議所

商工会と商工会議所について（全国商工会連合会）

　商工会と商工会議所は、それぞれ地域経済活性化のための団体です。両団体とも、法律
により設立され、各地域の状況に応じた事業を展開しています。

商工会 商工会議所

商工会法（昭和35年） 商工会議所法（昭和28年）

地区内の商工業者の2分の１以上
が会員となること。

地区内の商工業者の過半数が同意
（会員用件なし）、経済的基礎・
施設・職員を有すること。

　市町村合併により、商工会と商工会議所が併存する地区が全国各地で増加し、その結
果、商工会と商工会議所の違いが十分理解されない状況下で、行政効率化のみを追求する
考え方により、商工会と商工会議所の統合を図ろうとする動きが一部の地域でみられまし
た。しかし、商工会と商工会議所の違いからデメリットも多く、全国商工会連合会と日本
商工会議所は、両団体の合併は不要である旨の共同見解を出しています。

地区内の小規模事業者が中心で、
9割を超える会員が小規模事業者
・会員等：78万商工業者
・組織数：１，６４９商工会
・組織率：５７．３％

地区内の小規模事業者が中心であ
るが、商工会と比較すると中堅・
大企業の割合が高い
・会員等：122万商工業者
・組織数：５１５商工会議所
・組織率：３４．０％

中小企業施策、特に小規模事業施
策に重点を置いており、事業の中
心は経営改善普及事業

地域の総合経済団体として、中小
企業支援のみならず、国際的な活
動を含めた幅広い事業を実施
小規模事業施策は全事業の2割程
度

総会（全ての会員で構成）
ただし会員数200人以上の場合は
総代会を設置できる。

議員総会（議員数は30～150
人）

主たる地区
（他の商工会及び商工会議所と地区は重複しません）

総会の議決権・選挙権ともに1会
員1個

会員は部会において、議員は議員
総会において1人1個の表決権を保
有し選挙権は会費口数に応じて1
人最高50票

経済産業省中小企業庁 経済産業省経済産業政策局

主として町村の区域



資料５ 

 

令和３年度 作州津山商工会主要事業 進捗状況 

 

 

重点事業 

 

１．新型コロナウィルスの影響を受けた小規模事業者への支援 

 （１）新型コロナウィルス中小企業支援対策特別相談窓口の開設 

   ・速やかな情報発信体制と非対面型支援手段構築 

   ・緊急事態宣言の影響緩和に係る一時支援金、岡山県飲食店等一時支援金(第１ 

期、第２期)、岡山県時短要請協力金(第２期、第３期)、津山市事業継続支援金 

    奈義町事業者継続支援給付金等の申請支援 

 

（２）ウィズコロナの環境整備・再起の支援 

   ・経営環境整備のためＩＴによる効率化推進 

・ＤＸ導入・推進のため講習会等の実施 

 

（３）アフターコロナの環境整備・再起の支援 

  ・ニューノーマルにより変化する事業者の動向把握 

   ・管内ビックデータの収集・分析による地域動向調査の実施 

 

２．経営環境に対応するための事業継続力・リスクマネジメント強化 

（１）感染症・災害に対応する「事業継続計画」の策定支援 

  ・事業継続計画ＢＣＰの策定支援、ＢＣＰ策定講習会の開催 

 

（２）リスクマネジメントのための共済推進 

   ・共済を利用した全方位型の支援 

 

３．小規模事業者への伴走支援による「稼ぐ力」の強化 

 （１）各種補助金を活用した伴走型支援の推進 

   ・各種経営計画（経営革新計画、事業承継計画）等の作成支援 

   ・各種補助金（持続化補助金、ものづくり補助金）等の申請支援 

・専門家による経営相談会等 ８月から１３回開催を予定 

 

（２）第２期経営発達支援計画の着実な実施 

  ・評価検証委員会の開催 



・伴走型補助事業の実施 

・経営状況分析シートによる経営分析の実施 

   ・伴走支援先の定量評価による成果可視化 

 

経営改善普及事業 

 ○経営支援の実施 

  ・経営・事業承継・創業・金融・税務・情報化・労働・取引・リスクマネジメント 

に係る基礎的な経営支援 

・各種相談会・専門家派遣の実施 

  

（１）基礎的経営支援 

   ・経営分析、計画策定、フォローアップなど経営全般の支援 

   ・経営革新計画、経営力向上計画、先端設備導入計画などの策定支援 

   ・経営改善計画、事業再開計画の策定支援 

・ものづくり補助金、持続化補助金申請に繋がる計画策定支援 

   ・６次産業化事業計画、各省庁の補助金申請に繋がる計画策定支援 

 

 （２）事業承継及び創業の推進支援 

   ・津山市・奈義町と一体になった特定創業支援事業の実施 

  ・各種補助金等を活用した事業承継の円滑化 

・事業承継計画・創業計画の策定支援 

 

（３）金融支援 

 ・日本政策金融公庫、岡山県信用保証協会等と連携した支援 

  ・小規模事業者経営改善資金融資制度（マル経資金）の推進 

  ・各金融機関、行政と連携した融資制度等への斡旋 

 

（４）税務・経理支援 

  ・青色申告等の決算及び申告に関する指導 

  ・「小規模支援システム」MOMO による記帳代行の実施 

  ・津山税務署及び中国税理士会津山支部と連携した支援 

 

（５）情報化支援 

  ・ＩＴの利活用による生産性向上支援 

  ・ＩＴベンダーとの連携によるネットワーク・インフラ整備の支援 

  ・企業情報の発信システム（GOOPE）導入支援 

 

（６）労働支援 



  ・労働保険・各種助成金に関する情報提供及び基礎的支援 

  ・労働保険事務組合による事務代行 

 

（７）取引支援 

   ・国内の物産展・商談会の出展による販路拡大支援 

   ・海外展開のための物産展等の参加に係る販路拡大支援 

   ・取引企業の信用調査と情報提供（帝国データバンク･東京商工リサーチ等） 

 

（８）リスクマネジメント支援 

  ・商工貯蓄共済・会員福祉共済の推進 

  ・企業共済、中退共、倒産防止共済の推進 

  ・ＢＣＰに係る各種共済制度の推進 

 

地域総合振興事業 

４．地域及び地域経済の持続的発展支援 

〇商工会の事業継続力強化支援計画の策定 

  ・作州津山商工会の BCP 計画の策定 

 

 〇販路開拓支援事業の実施 

  ・地域内需要獲得講習会の実施 

 

〇行政(津山市・奈義町)、関係機関との交流、協調 

  ・行政等への意見具申・陳情 

・行政との座談会の実施 

  ・美作国商工団体連絡協議会への協力 

 

５．商工会組織力強化と支援体制の整備 

〇「商工会のあり方」指針に基づく体制構築と取り組み 

  ・デジタル化社会に対応したネットワーク体制の構築 

  ・自主財源確保による財政力の強化 

 

〇会員加入推進による組織力強化 

・地域内事業所の情報収集と状況調査の実施 

・商工会活動浸透率の向上のため非会員への定期訪問の実施 

 

 〇会員相互の連携強化 

  ・会員親睦事業の実施 

  ・会員交流ゴルフ大会の実施 



 〇次代を担う地域人材の育成（青年部・女性部） 

  ・提案公募型事業の企画・実施 

  ・ビジネスコミュニティ型補助金の申請・実施 

・資質向上に係る講習会・研修会の実施 

  ・部員相互の親睦・交流活動の実施 

 

〇商業振興事業（商業部会） 

・地域経済活性化のための共通商品券“はばたき”の発行と運用 

・販路開拓講習会(商品券を用いた販路開拓等) 

・視察研修(物産展等) 

・地域産品の育成(さんさん晴れのめぐみ商品認証等) 

 〇工業振興事業（工業部会） 

・「空き家バンク」事業の実施 

・高齢者おこまりごとチラシの作成・配布 

・管内工業事業者の相互交流及び情報交換の推進 

・視察研修(工業展等) 

  

〇観光振興事業 

 ・管内で実施される観光関連事業への協力 

 ・行政・観光協会との協力・協調 

   

〇情報化推進事業 

 ・小規模支援システムの活用強化 

・ＳＭＳを利用した会員情報網の構築 

・ＷＥＢ会議、ＷＥＢ相談会の開催 

・経営計画作成に関する動画作成と発信 

   

〇広報活動事業 

・会報「商工会だより」の発行 ７月、１２月 

・商工会の日（６月１０日）ＰＲチラシの発行 

・作州津山商工会ＨＰの整備と運用 

・ＳＮＳ（ＦＢ等）の運用 

 

 

 

 

 

 



令和２年度 実績の概要 

 

令和２年度は、新型コロナウィルス中小企業特別相談窓口を開設し、速やか

な情報提供(ＳＭＳによる情報発信体制の構築)と非対面型（ＩＴを活用）の経

営相談などなより、国・県等の助成金制度の周知に努め、コロナからの再起を

支援するために専門家派遣制度等の利用により、事業計画作成からフォローア

ップまでの伴走支援を行いました。 

また、行政と連携して「商品券スマイル」発行事務局として地域の需要拡大

を促し、国の「伴走型小規模事業者推進支援事業」の活用により小規模事業者

の経営課題を解決に繋げると同時に「岡山県事業承継ネットワーク」と連携し

た事業承継診断を積極的に実施して、円滑な事業承継や第２創業に繋げました。 

 

〇定量成果 

 ・巡回件数  約 2,900 件 

 ・窓口相談  約 3,700 件 

 ・経    営  補助金採択 36 件 4,500 万円 

各種計画認定 9 件 

事業計画策定支援件数 約 90 件 

        事業承継・創業等支援 約 140 件 

        講習会開催数 50 回 参加者数延べ 354 人 

・金  融  約 60 件 4 億円の融資斡旋 

 ・労  務  事務委託事業者 約 200 社 

 ・税  務  記帳対象事業者 125 社 

 ・共  済  貯蓄共済、福祉共済、３共済の契約数 160 口 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支所 認定 支所 内訳 持続化 ものづくり 事業承継 ＩＴ導入
その他

補助金 合計 支所 認定

申請 2 2 0 0 2 6

採択 0 0 0 0 0 0

申請 1 0 0 0 2 3

採択 0 0 0 0 0 0

申請 5 0 0 0 0 5

採択 0 0 0 0 0 0

申請 0 0 0 0 0 0

採択 0 0 0 0 0 0

申請数 8 2 0 0 4 14

採択数 0 0 0 0 0 0

進捗率 0% 進 捗 率 進捗率

地区／月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

勝北 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

加茂 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

久米 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

奈義 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

合計 1 2 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

進捗 2.8% 5.6% 11.1% 11.1% 11.1% 11.1% 11.1% 11.1% 11.1% 11.1% 11.1% 11.1% 11.1%

地区／月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
事業承継
診断合計

承継計画 CO派遣
経営者

保証派遣 合計

勝北 5 5 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 10

加茂 0 6 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 6

久米 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

奈義 7 0 0 0 0 0 0 0 7 0 2 0 9

合計 13 24 24 24 24 24 24 24 24 0 2 0 26

進捗 54.2% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 0.0% 33.3% 0.0% 68.4%

地区／月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
事業承継
診断合計

創業支援 合計

勝北 0 6 0 0 0 0 0 0 6 1 7

加茂 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3

久米 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2

奈義 0 6 0 0 0 0 0 0 6 2 8

合計 0 12 12 12 12 12 12 12 12 8 20

進捗 0.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 55.6%

支所 巡回目標 巡回実績 達成率 支所 巡回数 対象 達成率 支所 窓口目標 窓口実績 達成率

本部 800 316 39.50% 勝北 85 247 34.41% 勝北 800 183 22.88%

勝北 600 113 18.83% 加茂 111 196 56.63% 加茂 700 137 19.57%

加茂 600 156 26.00% 久米 144 297 48.48% 久米 750 243 32.40%

久米 600 206 34.33% 奈義 79 206 38.35% 奈義 750 189 25.20%

奈義 600 136 22.67% 合計 419 946 44.29% 合計 3,000 752 25.07%

合計 3,200 927 28.97%

0

勝北

0

奈義

令和3年6月14日現在

0

加茂 0

久米

0

0

00

事業承継診断２４件・承継計画２件・CO派遣６件・経営者保証派遣６件

マル経融資　目標：３６件

合計

令和３年度　作州津山商工会組織目標

経営革新　目標：４件　　　　補助金採択・事業完了目標件数：３６件 　                   　　　　　 　　　 BCP･先端設備･経営力

0

加茂

勝北勝北

加茂

奈義

合計

久米久米

奈義

合計

0

巡回件数　　　　　目標:3,200件　　　　　　　　巡回率(小規模)　　　　 目標:100%　　　　　　　窓口相談　　  　目標:3,000件

事業承継診断・創業支援者数の合計　目標：３６件



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加入 脱会 加入 脱会 加入 脱会 加入 脱会 加入 脱会 加入 脱会

勝北 1 -4 3 -3 0 0 0 0 0 0 4 -7 -3

加茂 2 -5 3 -3 0 0 0 0 0 0 5 -8 -3

久米 1 -3 5 -1 0 0 0 0 0 0 6 -4 2

奈義 2 -2 1 -2 0 0 0 0 0 0 3 -4 -1

合計 6 -14 12 -9 0 0 0 0 0 0 18 -23 -5

会員数 670 656 668 659 659 659 659 659 659 659 96.8%

地区／月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

勝北 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

加茂 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

久米 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

奈義 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

合計 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

進捗 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

地区／月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

勝北 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

加茂 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3

久米 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

奈義 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

進捗 1.7% 1.7% 1.7% 1.7% 1.7% 1.7% 1.7% 1.7% 1.7% 1.7% 1.7% 1.7% 1.7%

地区／月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

勝北 6 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7

加茂 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4

久米 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10

奈義 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7

小計 27 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 28

合計 27 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28

進捗 90.0% 93.3% 93.3% 93.3% 93.3% 93.3% 93.3% 93.3% 93.3% 93.3% 93.3% 93.3% 93.3%

地区／月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

勝北 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

加茂 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

久米 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

奈義 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

合計 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

進捗 2.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 8.0%

記帳機械化　目標：６件

商工貯蓄共済　目標：１３０件

会員福祉共済　　　目標：３０件

国の３共済　　　目標：２０件

地区／月
期首664

会員増強（純増）　　　目標： １６件　県連組織目標会員数６８０

合計
純増

4月 6月



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大 会 名

日　　時

場　　所

参加資格

申込方法

競技方法

大会会長

大会委員長

大会幹事

参加負担金

プレー費

協　　賛

表 彰 式

賞　　品

賞

経　　費

申込〆切

募集方法

表彰式ソフトドリンク　ニアピンフラッグ

青年部・女性部にも積極的に参加の呼びかけを行う。

田村会長

各地区運営会議

1位 2位 3位 4位飛び賞　ニアピン賞　参加賞　会長賞 他

プレー費等は各自負担

令和3年9月上旬 事業所への郵送配布資料に案内同封

プレー終了後、コンペルームにて開催

（新規事業）令和３年度会員交流事業 (会場予約済）

ローカルルールなどは香川大会委員長と協議

令和3年10月20日（水）in/out 第1組目：8時35分スタート

久米カントリークラブ（作州津山商工会 会員事業所）

作州津山商工会 会員

１８ホールストロークプレー　Wペリア方式

香川副会長

芦田事務局長

2,000円/人

７，１０８円（昼食付・税込・セルフ）・70歳以上は△500円

作州津山商工会商品券「はばたき」

令和3年10月６日（先着40名）

　コロナ禍でのソーシャルディスタンスなどにより、人と人との距離だけでな

く、心と心の距離までも離れてしまわないよう、会員同士の交流と絆を深めるた

め下記の事業を実施する。

そ の 他

空き状況を確認後、申込用紙に記入しFAX

作州津山商工会 会員交流ゴルフ大会



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総代定数改定について（令和3年度フロー）

＊三役会で協議し（案）を作成後、令和３年１２月の理事会に議案として提出

理事会（令和３年３月２３日）議決

【商工会法　第48条】

令和5年4月：地区運営会議で総代決定

資料を基に100人程度の原案作成

①　三役会協議

②　理事会協議

　令和4年5月：総代会議案提出

＊本商工会に総代会を置く。 総代の定数は、144人とする。

＊令和4年5月の総代会で議決し、令和5年度は新総代数で総代改選を実施

＊会員の総数が200人をこえる商工会は、定款の定めるところにより、総会に代わ
るべき総代会を設けることができる。
＊ただし、会員数が５００人を超える商工会の場合は、総代の定数は１００人以上
でなければならない。

現行
（作州津山商工会定款　第27条　第28条）


